臨床　心理士　指定　大学院　合格　体験　記
―外部進学受験生の挑戦―
【Ⅰ．駅弁大学出身の私が有名大学院受験を考えるまで】

　どうもこんにちは。私は、2008年2月に実施された、ある有名私立大学大学院とある有名国立大学大学院の心理学専攻の一般入試に合格しました。これらの大学は仮に、前者を教皇大学、後者をラージ・アイランド大学、としておきましょう。これらの他にもあと２校合格しましたが、それら２校は普通の駅弁大学です。
　私は、九州のある国立大学を卒業しましたが、学部時代は心理学を専攻していませんでした。学部生時代の私について説明すると、人文学を学ぶ学科（この学科の中に、心理学を学ぶコースが設置されていましたが、私は他のコースを選びました）に在籍しており、心理学にそこそこ興味があって、たまに心理学の授業を履修申請してみたり、心理学関係の新書を買って読んでみたりしていた、という感じです。また、私の卒業論文は、人文学を学ぶ学生の卒論のほとんどがそうであるように、文献研究の手法によるものでした。したがって、卒業論文執筆に際しては、観察・実験・調査などといった、いわゆる「実践的」な手法を使っていません。だから、（科学としての）心理学研究に必要な研究法というのを、学部時代に習得することはありませんでした。ただ、英語の勉強だけは好きで、学部時代に何度かTOEICを受験しましたが、最高得点は845点でした。文系の学部というのは理系の学部に比べると何しろ暇ですから、英語を勉強する時間は十分に確保できたわけです。
　そんなふうに地方の大学でのんびりと過ごしていた私は就職活動に失敗して、とある第二地方銀行に入社することになってしまいました。私は、職場の環境に大変嫌気がさし、入社後1年足らずでこの銀行を辞めました。
　次の就職先を何も決めないまま仕事を辞めた私は、しばらく「これからどうするべきか」を考えていました。「どうせなら、自分の嫌いではないことを仕事にしたい」と私は考えていました。そうして何週間か考えた末、以前から興味を持っていた心理学に関する職業に就こう、と決めました。

　心理学に関する職業として日本でまともに成立しているのは精神科医や心理職公務員くらいのものです。しかし、精神科医になるには医学部を卒業しなくてはなりませんから、精神科医になるという選択肢は論外です。心理職公務員にしても、下手をすると採用試験の倍率が3桁になるという世界で、無職の私が挑戦するにはあまりにも危険なギャンブルのような気がしました。
　そこで、月並みな結論ですが、臨床心理士になることにしました。ただ、日本においては臨床心理士の需要はあまりなく、多くの臨床心理士が非常勤の仕事を掛け持ちしてギリギリの生活をしている、という厳しい現実があります。しかし、無職のままでいるよりはマシでしたし、何より、私は心理学にしか興味を持てませんでした。

　臨床心理士になるには、まず、日本臨床心理士資格認定協会によって認定された大学院の心理学専攻の修士課程を修了しなくてはなりません。一種指定とされる大学院を修了すれば、院を修了した年に実施される直近の臨床心理士資格試験を受験できます。二種指定とされる大学院を修了すれば、院修了後1年間の実習を経た後、臨床心理士資格試験を受験できます。臨床心理士資格試験は、例年、10～11月に実施されます。
　私は、臨床心理士を目指す人はだれもがそうするように、一種指定校への入学を目標とすることにしました。さらに、院修了後の就職事情の厳しさからすれば、一般の就職活動以上に、有名大学に入学できるか否かが明暗を分けるだろうと考え、なるべくネームバリューの高い大学の大学院に入学しようと考えました。

　こうして、心理系大学院に進学し、ついでに学歴ロンダリングをしよう、という計画が実行に移されることとなりました。
【Ⅱ．学歴ロンダリングの計画】

　試験勉強を開始する前に、まず、どこの大学院を受験するか決めなければなりません。大学院の入試問題は、大学学部の入試問題以上に、各大学の違いが現れるものです。ですから、どこの大学院を受験するかによって、勉強する範囲も変わってきます。したがって、受験する大学院を決めてから、その大学院の過去問をみて出題傾向をつかみ、その出題傾向に合わせて勉強をする、という手順をとることになります。

まず私は、平成19年5月1日現在において日本臨床心理士資格認定協会から第一種校に認定されている大学院のうち、ネームバリューの高い大学の大学院を選びました。具体的には、以下８校です。これらのうちいずれかに合格することを、目標にしました。括弧内に書かれているのは、その大学院が一年に実施する入試の回数と、入試の時期です。秋季というのは、入学する年の前の年の８～10月頃です。春季というのは、入学する年の１～3月頃です。
1 九州大学大学院　人間環境学府　実践臨床心理学専攻（年１回、春季）
※ここは、日本で初めて、臨床心理分野の専門職の養成に特化した専門職大学院として認可されました。いわゆる専門職学位課程というもので、修士論文の作成が課されないのが、大きな特徴です。募集人員は30名と非常に大規模です。
2 京都大学大学院　教育学研究科　臨床教育学専攻（年1回、春季）
3 名古屋大学大学院　教育発達科学研究科　心理発達科学専攻
（年2回、秋季・春季）
※平成21年度入試から、心理発達科学専攻は、秋季入試が1回のみ実施されるそうです。
4 東京大学大学院　教育学研究科　総合教育科学専攻（年1回、秋季）
5 筑波大学大学院　人間総合科学研究科　ヒューマン・ケア科学専攻
（年2回、秋季・春季）

6 東北大学大学院　教育学研究科　総合教育科学専攻（年2回、秋季・春季）
7 教皇大学大学院　（年1回、春季）
8 ラージ・アイランド大学大学院（年２回、秋季・春季）

さらに滑り止めとして、やはり第一種校である、地元の国立大学の大学院（年1回、12月）も受験することにしました。そして、滑り止め受験にも失敗したときのための究極の滑り止めとして、第二種校に指定されている、隣の県の駅弁大学大学院（年1回、秋季）も受験することにしました。つまり、合計10の大学院に的を絞ったわけです。
ただし、最終的には、これらの大学院のうち実際に受験したのは、以下8校です。京大と東北大は受験しませんでした。括弧内に、受験結果を書いておきます。私が受験した大学院はどこも、一次試験が筆記（英語と心理学）、二次試験が面接でした。一次試験合格者のみに二次試験受験資格を与える、というのが一般的ですが、ラージ・アイランド大学と隣県第二種校は、受験生全員が二次試験まで受験できるようにしていました。
1 九州大学（一次試験通過、二次試験落ち）

※受験者79名、一次試験合格者59名、募集人員30名
2 名古屋大学　春季（一次試験落ち）
※受験者32名、一次試験合格者9名　募集人員若干名
3 東京大学（一次試験落ち）
※受験者124名、一次試験合格者26名　募集人員12名
4 筑波大学　秋季（一次試験通過、二次試験落ち）
· 受験者数は正確には数えていないので分かりませんが、受験会場をざっと見渡したところ、50名以上70名以下といったところでしょうか。
一次試験合格者26名、募集人員22名
5 教皇大学（合格）
※受験者約40名、一次試験合格者約20名、募集人員15名
6 ラージ・アイランド大学　春季（合格）
※受験者12名、募集人員若干名
7 地元第一種校（合格）
※受験者52名、一次試験合格者20～30名、募集人員15名
8 隣県第二種校（合格）
※受験者7名、募集人員若干名
京都大学は、募集要項に「本研究科の専攻内容に関係のある分野で、Ａ４判の用紙１枚あたり８００字で２５枚以内にまとめられた研究論文を、出願書類とともに提出すること」と書かれていました。これは、心理系学部を卒業していない方には辛い条件でしょう。私は論文を書けず、結局出願しませんでした。
東北大学は年２回、秋季試験と春季試験を実施しており、一応、春季入試の出願はしていました。しかし、その一週間前の名古屋大学の入試で一次試験落ちしたこと、さらに募集要項に「募集人員は、２期合計で約６名とする」と書かれていたことから、合格可能性は極めて低いだろうと考え、土壇場で受験を断念しました。
【Ⅲ．学歴ロンダリングの実践】
1． 過去問収集

　受験する大学院を決めたら、過去問の収集にとりかかりました。受験予定の大学院の過去問を全て集めることはもちろんですが、その他の心理系大学院の過去問も可能な限り多く集めるべきです。その理由は、２．専門科目試験対策で後述します。
　私が実際に集めた過去問は、以下の大学院のものです。どの大学院も大体、過去3年くらいまで遡って過去問を公開しています。入手方法別に分類しておきます。
· 大学が過去問を冊子にして販売している、もしくは、有料で過去問のコピーを郵送するサービスを行っているもの

　　　東京大学大学院

　　　京都教育大学大学院

　　　神戸大学大学院

　　　早稲田大学大学院

　　　学習院大学大学院

　　　明治大学大学院

　　　横浜国立大学大学院

（横浜国立大は、本来、過去問の販売も郵送サービスも行っていません。しかし、「九州に住んでいるから、どうしても過去問を取りに行けない。なんとか、過去問をコピーして郵送していただけないか」と大学院係の方にごねてみたら、「では、コピー代に相当する切手をこちらに郵送して下さい。切手を受け取り次第、過去問のコピーを郵送します」との回答をいただけ、実際に過去問を郵送してもらえました）

· 大学のHP上で公開されているもの

　　　　筑波大学大学院
　　　　名古屋大学大学院

　　　　兵庫教育大学大学院

　　　　上越教育大学大学院

　　　　教皇大学大学院

· 直接大学の窓口まで行って取りに行かなければならないもの

京都大学大学院

九州大学大学院

　　大阪大学大学院

　　東北大学大学院

　　ラージ・アイランド大学大学院

　　地元第一種大学院

　　隣県第二種大学院
　　（実は、東北大学大学院と隣県第二種大学院については、過去問を取りに行きませんでした。理由はそれぞれ、九州から宮城県まで行くのが億劫だったから、第二種大学院はいくらなんでも受かるだろうと思ったから、です。

九州大学から京都大学までの過去問を実際に取りにいけたのは、私が無職で時間をもてあましていたおかげです。JRが販売している青春18切符を使って、西日本を一周しました）
2． テキスト購入

　勉強に入る前に、テキストも購入しなくてはなりません。テキスト購入の際に大変参考になるのが、『試験にでる心理学』シリーズに掲載されている「心理職公務員受験必携必読ブックリスト」です。『試験にでる心理学』のシリーズは、以下4冊があります。いずれも、本文部分は大して役に立ちませんが（本文部分を読んだ時間は、受験勉強中の1年間に総計15分程度読んだか読んでないか、といったかんじです）、ブックリストは非常に価値があり、このブックリストを手に入れるためだけでも買う価値のある本です。もし図書館にこのシリーズがあれば、ブックリストだけをコピーするのがよいでしょう。
　　　①『増補改定　試験にでる心理学　一般心理学編』

　　　②『試験にでる心理学　臨床心理学編』

　　　③『試験にでる心理学　心理測定・統計編』

　　　④『試験にでる心理学　社会心理学編』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上すべて、北大路書房）
　私は、以上4冊のブックリストを参考に、以下の本を買いました。

　・辞典あるいは事典

　　　⑤『心理臨床大事典』（培風館）
⑥『心理学辞典』（有斐閣）
　・心理学全般についての入門書

　　　⑦『心理学　第2版』（東京大学出版会）

　　　⑧『キーワードコレクション　心理学』（新曜社）

・臨床心理学についての入門書

　　　⑨『よくわかる臨床心理学』（ミネルヴァ書房）

　　　⑩『よくわかる臨床発達心理学』（ミネルヴァ書房）

　・発達心理学についての入門書

　　　⑪『キーワードコレクション　発達心理学』（新曜社）

　・認知心理学についての入門書

　　　⑫『認知心理学キーワード』（有斐閣）

　・社会心理学についての入門書

　　　⑬『社会心理学キーワード』（有斐閣）

　　　⑭『社会心理学研究入門』（東京大学出版会）
　・心理統計についての入門書
　　　⑮『よくわかる心理統計』（ミネルヴァ書房）

　　　⑯『本当にわかりやすいすごく大切なことが書いてあるごく初歩の統計の本』

（北大路書房）

　　　⑰『誰も教えてくれなかった因子分析』（北大路書房）

　　　⑱『心理学のためのデータ解析テクニカルブック』（北大路書房）

　

　心理系大学院の専門科目試験は、以上14冊があれば対応できます。いずれも入門書レベルの書籍であることに注目して下さい。心理系大学院の専門科目試験には、入門書レベルの問題しか出題されない、ということです（たまに難しい問題が出たりもしますが、そのような問題はほとんどの受験生が解答できないと考えて大丈夫でしょう）。
　私も『試験にでる心理学』を気取って、以上の書籍のレビューをしてみます。
　⑤は、大変偏った内容の事典です。全体は8部にわけられていますが、第6部に「精神分析」というタイトルがつけられ、丸々一部165ページが精神分析についての記述に費やされています。その一方で、近年注目されている「実証にもとづく臨床心理学」は第2部「臨床心理学基礎論」の中の一項目として取り上げられているに過ぎず、その項目もわずか4ページしかありません。残念なことに、これが「日本最高の臨床心理学事典」です。価格も29,900円と、これまた（臨床心理学分野の事典あるいは辞典の中では、おそらく）最高です。しかし、心理系大学院の過去問のうち臨床心理と精神分析についての問題には、この事典から出題したと思しきものが多数あり、大学院受験には欠かせない一冊です。非常に値が張りますが、しかし、買わざるをえない本です。
　⑥は、心理学初学者用の辞典として定評のあるものです。私の出身大学の生協の書店にも、平積みにされて売られていました。臨床心理学、認知心理学、発達心理学、社会心理学、精神医学、心理学研究法、心理統計、心理学史、心理学者、などについての重要項目を浅く広く網羅しています。これも、買わざるをえない本です。値段は7,140円ですが、これは内容に比してかなり安価な設定なのではないかと思います。
　⑦も、心理学初学者用の入門書として定評があります。心理学を全く勉強したことのない人にとっては分かりづらい記述もありますが、そうした部分は、この本の中でも書かれているように、とりあえず飛ばして読んでもかまいません。他の本を色々読んだりするうちに、分かるようになってきます。
⑧も、⑦ほどではないようですが、そこそこ定評のある入門書です。重要であるにもかかわらず⑦には書かれていないこと、が結構書かれているので、⑦の補助として使いましょう。
　⑨は、臨床心理学入門書の中ではもっとも評判の良いものではないでしょうか。様々な心理療法や精神疾患のうちの代表的なものについての、簡潔にして要点をおさえた説明がグッドです。また、エビデンスベイストや社会構成主義などといった、近年注目されているトピックについて説明したコラムも設けられており、なおグッドです。アナログ研究やメタ分析といった、臨床心理学の研究法についても丸々一章が充てられ、より一層グッドです。
　⑩は、⑨の補助として使います。ADHD・LD・自閉症などといった、代表的な発達障害について、また、不登校・ひきこもり・認知症などといった、生涯発達の各段階で生じる様々な心理的障害・精神疾患について、⑨よりももう一歩踏み込んだ説明がなされています。
　⑪は、発達心理学の初学者用入門書として大変定評のあるものです。有斐閣のキーワードシリーズ（⑫や⑬など）にも、『発達心理学キーワード』というのがありますから、間違えないようにして下さい。『発達心理学キーワード』と⑪を実際に書店で読み比べてみたのですが、⑪のほうが、受験勉強をする上でより重要な項目を扱っているように感じました。
　認知心理学と社会心理学については、大学院受験に限っていうならば、⑫と⑬だけで十分対応できます。これ以外の本を読む必要は全くありません。
　⑭は、タイトルに「社会心理学」とあるものの、社会心理学分野に限らず、心理学の研究一般についての重要事項を分かりやすく、丁寧に書いた本です。「（質問紙調査などの回答者が：筆者注）学生の場合には、試験前や試験期間は避けたほうがよい」（p.146）といった細かいアドバイスまで書かれていて、何か研究をするときにはこの本の通りにすればまず間違いないのでは、と思います。
　さて、私が最も苦戦した心理統計ですが・・・。⑮は、2004年発行の、心理統計入門書の新しいスタンダードです。心理統計初学者には分かりにくいところもありますが、そうしたところは飛ばして、まず一度、サラッと通読しましょう。大学院受験をする上で、上述のリストの本はほとんど通読する必要のないものですが、この本（それから、後述しますが、⑦と⑧）は一度、通読しましょう。そして、よく分からなかった部分をまた読み直します。それでも分からなかったら、また読み直します。そうして何度も読み返せば、「なんとなく分かったつもり」になります。とりあえず、そうした状態になるまで読み込んで下さい。それでも、よく分からない部分は残るでしょう。後述する答案作成の作業中、「よく分からない部分の答案をつくらなければならない」という事態に陥ったら、そのときは、内容を理解できないまま、よくわからない部分について記述した文章を機械的に丸暗記します。また、問題によっては、⑯、⑰、⑱、の中の文章を使わなければ答案を作成できないようなものも存在します。その際も、よく分からない部分については、文章を丸暗記します。この勉強法は、③の10ページで提唱されているものです。その部分を、以下に抜き出しておきます。
　「数式の展開やら、記述でどうしてもわからない、何度読んでもわからない、複数のテキストを読んでもわからない、先生に聞いてもわからない、という場合がある。そのようなときに、それでも数式の部分が必要であれば、天下り的に「丸暗記」する。
　数式までがきつければ、日本語の地の部分を「丸暗記」することである。これは一見従来から言われている勉強法としては「最悪」なのかもしれないが、時間の短縮・効率のアップという点ではかえって1つの有力な手である。

　人間誰しも限界はある。どうしてもわからない場合は、数行でどういうことなのか、ということが簡単に説明できるレベルにとどめておいて、さっさと別のものを勉強した方が絶対よいし、試験対策という点から見ると健康的である」
　さて、14冊のブックレビューをしてみましたが、ほとんどは通読しなくて大丈夫です。後述する答案作成作業の際に必要な部分だけ、暗記すればいいです。ただし、繰り返しになりますが、⑦、⑧、⑮、は最低一度は通読しましょう。そんな時間はない、という場合は、その限りではありませんが・・・。
　また、以上にあげた本以外にも購入したテキストが何冊かありますが、それらは全く役に立たなかったので、ここで紹介することはしません。

3． 専門科目試験対策
　心理学を学部時代に専攻していなかった私が最も重視したのは、専門科目試験対策でした。専門科目試験対策には、極めて有効な方法があります。それは、「できるだけ多くの大学院の過去問の答案を作成する。答案作成に際しては、心理学の教科書や辞典などから答案として使える文章を探し出し、その文章をそのまま抜き書きする」というものです。これは、鹿児島大学法文学部人文学科の櫻井芳生教授のHP内の、「東大大学院「極超」合格法」において紹介されている方法です。この方法を実行する際には、以下の点に注意が必要です。
　　
　　①　答案作成に入る前に、『心理学　第2版』（東京大学出版会）と『キーワードコレクション　心理学』（新曜社）を通読して、「心理学が大体どういった学問なのか」という大まかな見取り図を頭の中に入れておく。この作業をしておいたほうが、心理学の知識ゼロで問題文を読むよりも、「この問題の答案をつくるには、○○の分野の本の△△の部分から抜き出せばいいな」という見通しが立てやすくなる。
②　教科書や辞典から文章を抜き書きする際は、その文章を一言一句違わず書き写す。読点の位置も、移動させてはならない。

3 問題文も、一言一句違わず書き写す。

4 答案作成を一問終えるごとに、その答案を、覚えるつもりで読み直す。

5 ノートではなく、ルーズリーフに書く。

6 ワープロは使わず、手書きする。

　オリジナリティのある答案などというものは、作成しようとしてはなりません。オリジナリティのある答案を作成しようとした場合、その結果出来上がる答案が、心理学の玄人から見れば的外れのものになってしまう危険があります。それに、実際の試験において「教科書と一言一句違わぬ文章を書こう」などと思いながら答案を書いたとしても、人間の記憶は不正確ですから、教科書の文章とは細部が異なった文章が自動的に書けてしまいます。
　②で「読点の位置も、移動させてはならない」と書いたのは、読点の位置によって、文章の意味が違ったものになってしまう危険を防ぐためです。時間に余裕のある方は、『日本語の作文技術』（朝日文庫）の第四章「句読点のうちかた」を、できれば読んでいただきたいと思います。私は、大学3年か4年の頃にこの本を読んで、それまで知ることのなかった「読点の打ち方」を初めて知りました。
　作成した答案は、丸暗記するために何度か読み返す必要がありますが、問題文も答案と一緒に書き写しておけば、「この答案って、どういう問題に対して答えたものだったか忘れちゃった」などという場合にいちいち過去問の冊子をめくらずにすみます。
　また、答案作成を一問終えるごとに答案を読み直し、その場でとりあえず「答案を覚えよう」とすることで、後から答案を読み直したときの記憶の定着が促進されます（多分。私は、答案を丸暗記する際にそういう気がしましたけれども・・・）。
　ルーズリーフを使うのは、作成した答案に関連した項目などを後から追加する際に便利だからです。ここで提唱している勉強法は、教科書を読みながら体系的なノートをつくるという方法とは違い、いきなり試験問題の答案をつくるものですから、答案を作成した後で、答案に関連した項目についてまとめる必要に迫られることがあります。そのような際に、ルーズリーフだと融通がききます。
　ワープロを使わず手書きするように、というのは、櫻井芳生教授が「東大大学院「極超」合格法」の中で注意している点です。櫻井教授によれば、「そうしないと本番で「漢字」がかけなくなる」からだそうです。たしかに私自身も、答案作成をしている最中に「この漢字、忘れていたな」と驚いたことが幾度かありました。大学生時代にワープロしか使わなかったので、漢字の書き方を忘れてしまっていたのです。
　さて、以上のような方法で過去問の答案を大量に作成していくうちに、「この大学院、何年か前に出題したのとほぼ同じ問題を最近も出題しているな（具体例をひとつ挙げると、筑波大学の平成14年度9月期の[臨床心理学]問５は「片側検定と両側検定について説明しなさい。また、その利用上の留意点についても述べなさい」というもの、平成17年度8・9月期の問11は「片側検定と両側検定の差異について説明しなさい」というもの）」「この問題、別の大学院でも出題されているな（具体例をあげると、きりがありません）」「この大学院、教科書の文章をそのまま穴埋め問題に使っているな（具体例をひとつ挙げると、九州大学の平成18年度入試の[心理学研究法：必須問題]の[問題３]は、心理統計について書かれた文章の空欄に適切な語を入れさせるものでしたが、その文章は『心理学のためのデータ解析テクニカルブック』（北大路書房）の44ページから原文のまま抜き出されたものです。九州大学の心理統計の問題は、この他にも『心理学のための～』中の文章をそのまま使ったものがいくつかあります）」ということが分かってきて、心理系大学院入試における頻出問題を把握できるようになります。また同時に、頻出問題に対する答案のコレクションをつくることにもなります。作成した答案は何度も読み返し、丸暗記するようにします。

　ところで私は、Z会の「臨床心理士パック」という通信講座を受講していました。これは、Z会の「臨床心理士英語」と「臨床心理士専門科目」の２つの講座がセットになったものですが、はっきりいって後者は全くの役立たずでした。この通信講座では、メールでZ会のチューターの方に質問をできるようになっているのですが、私が「添付ファイルに入れてある過去問の答案の作成がうまくできません。模範答案を作成していただけないでしょうか」というメールを添付ファイル付で送ったところ、「この問題に対して答える際に何をポイントにするかについては、かなりオリジナリティが発揮されるでしょう。（中略）自分自身による知識の関連づけやオリジナリティのある考察を求める設問の場合は、テキストを参考にすれば解答できるというものでもありません。出題が求めるものは何なのかを見極めた上で、あなた自身の知識を互いに積極的に関連づけながら、まずは既存の知識で論述する練習をなさってみると良いと思います」という回答が返ってきました。つまり、Z会のチューターは、模範解答の作成すら出来ないのです。その上、「オリジナリティのある答案を作らせる」という極めて危険な方法を生徒に指導しているのです。繰り返しますが、オリジナリティのある答案などといったものを素人がつくろうとすれば、その結果出来上がる答案は、独りよがりのものになってしまいかねません。Z会ですら、心理系大学院の専門科目試験対策においては、このように劣悪なノウハウしか持たないのです。

というわけで、専門科目試験対策は、先述のように「東大大学院「極超」合格法」を真似るだけで十分であり、どこかの通信講座を受講するといったことはしなくても全く問題ありません。
しかし、英語試験対策についていえば、以下に述べるように、Z会の「臨床心理士英語」の受講は有用です。
4． 英語試験対策

英語試験対策としては、Z会の「臨床心理士英語」の講座（58,000円）を受講することをお勧めします。この講座の教材は『心理英語　Dual Master』と『臨床心理士英語　添削問題冊子』の2冊です。『心理英語　Dual Master』は、心理学の入門書として世界的に有名な“Atkinson &  Hilgard’s Introduction to Psychology”から重要部分を抜粋しており、心理学初学者がまず知るべきことを英語で読めるようになっています。この『心理英語　Dual Master』には、英語訳つきのターム索引や、DSM-Ⅳ-TRの分類・抜粋表、心理学年表なども巻末に掲載されているため、心理学の知識を整理する上でも役に立ちます。『臨床心理士英語　添削問題冊子』には、様々な大学院の過去問やZ会作成のオリジナル問題など、合計21の英語の問題とその解答・解説が掲載されています。Z会に添削してもらえる問題は自由に選択できますが、最大６問までです。それ以上の添削を望む場合は、一問5,000円の追加料金を払わなくてはいけません。
講座を受講したらまず、『臨床心理士英語　添削問題冊子』の問題を1問解いてみて、Z会に添削してもらいます。Z会から返送されてくる答案には丁寧な添削がなされており、また、構文把握・語彙力・内容理解・表現力、の４つの能力を5段階評価してもらえるので、自分の弱点が明確になり、何を勉強すべきかがよく分かるようになります。このようにして、英語の勉強に入る前に、まず自分の実力を知っておくとよいでしょう。
英語の学習にあたっては、まず、『心理英語　Dual Master』を毎日1ページずつ読むことを習慣づけるようにしました。読んだ英文の中で、構文を把握するのが難しい文章があれば、その文章と日本語訳をノートに書き写しました。そうやってノートを作っていけば、自分の苦手な構文のコレクションができますし、そのノートを何度も読み返すことによって、苦手な構文に慣れることができます。
また、単語力の不足を補うため、単語カードを作成しました。単語カード作成の際に是非参考にしていただきたいのが、『TOEICテスト900点・TOEFLテスト250点への王道』（ダイヤモンド社）です。この本は、通常「単語カード」として販売されているようなリングでつなげられた小振りなカードを使うことに否定的です。私もその意見には全く賛成で、コクヨが製造している7.5cm×12.5cmの情報カード（100枚一組で262円）を使いました。
リングで束ねられた単語カードの欠点の第一は、その小ささです。あまりにも小さいので、一つの英単語のもつ複数の意味・用例・派生語、また発音の仕方などを十分に書き込むことができません。
欠点の第二は、リングで束ねられていることです。単語カードは、作成したら何十枚か輪ゴムで束ねて常に持ち歩き、バスの待ち時間やトイレの時間などのちょっとした空き時間を利用して何度も見返し、覚える必要があります。そして、この見返し作業の際、一つの束の中のカードを、完全に覚えた単語・覚えてはいるが記憶に完全には定着していない単語・全く覚えていない単語、に分類し直してバッグの中の別々のポケットに放り込み、「完全に覚えた単語のカードは半月くらい見ないようにする」「全く覚えていない単語のカードは明日も見るようにする」などとして記憶作業をより効率的にしなければなりません。ここで、もしカードの束がリングでつなげられていれば、カードを分類し直すごとにリングを開いたり閉じたりしなければならず、大変面倒です。
三つ目の欠点は、リングを通すためにカードに空けられた穴が、使っていくうちにどんどん広がり、すぐに破けてしまうことです。上述の２つの欠点をものともしないリング式カード支持派にとって、リングに通すことがすぐに出来なくなってしまうというこの第三の欠点は、致命的なものではないでしょうか。
さて、単語カードの作成にあたって私は、単語を効率よく覚えるため、『新TOEIC TEST　基礎1200語　スコア600レベル』『新TOEIC TEST　頻出1200語　スコア730レベル』『新TOEIC TEST　必修1200語　スコア860レベル』（以上、すべて語研）の3冊から自分の知らない単語をピックアップし、それらを全てカード化しました。また、毎日読む『心理英語　Dual Master』の中で知らない単語が出てきたら、それもカード化しました。さらに、TOEIC受験のため学部生時代に作成した単語カードも見返しました。参考までに書いておくと、学部生時代に作成したカードが少なくとも3,000枚（暇でしょうがなかった学部生時代に実際に数えたことがあります。3,500枚程度だったような気がしますが、断言できません）、大学院受験のために新しく作成したカードが（こちらは実際に数えていませんが）大体200～300枚、といったところでしょうか。
英文法を思い出すためには、高校時代の英文法の教科書をサラッと読み返すとよいでしょう。私の通っていたドラゴン・ボール高校（仮称）では、『Next Stage　英文法・語法問題　入試英語頻出ポイント215の征服』（桐原書店）が教材として使われていましたが、私もこの本をお勧めします。
以上のような勉強を続けながら、定期的に『臨床心理士英語　添削問題冊子』の答案を添削してもらうようにしましょう。
　以上は英文和訳問題の対策です。大体の大学院は、英文和訳が出来れば大丈夫です。東大・京大ですら、例年、英語の試験は英文和訳の大問が2問あるだけです。
　ただし、和文英訳を課す大学院も少数ながらあります。たとえば、筑波大学は、例年、英語の試験は大問２つに分かれていて、第１問が英文和訳、第2問が和文英訳、という構成になっています。名古屋大学の英語の試験は、やはり大問２つに分かれていて、第1問が和文英訳、第2問が、英語論文を読ませてその要旨を500字以内（私が受験した2008年度春季入試では400字以内）の和文にまとめさせる、というものです。こうした問題を出題する大学院を受験される方は、和文英訳対策もしなくてはなりません。
　名古屋大学の和文英訳問題で出題される文章は、例年、『教育心理学研究』という雑誌に掲載されている論文の要旨をそのまま抜き出したものです。さらに、『教育心理学研究』に掲載されている論文の要旨には、その英訳も併記されています。ですからおそらく、名古屋大学の先生方は、『教育心理学研究』に載っている論文の要旨の英訳を模範解答として、和文英訳問題の採点を行っているのでしょう。それならば、名古屋大学を受験される方は、「『教育心理学研究』に掲載されている論文の要旨の和文をまずは自力で英訳し、次に、雑誌に掲載されている英訳と自分の英訳を照らし合わせてみる」ということを繰り返せばよいでしょう。これを5回ほどこなした頃には、心理学研究の論文に特有の言い回し（たとえば、「小学4～6年生600名を対象に質問紙検査を実施した」というのは、“Elementary school students (grades 4 to 6 ; N=600) completed questionnaires.”と訳す）が何となく分かってきます。雑誌に掲載されている英訳に近づけるためには、10～15回ほど、この練習をするといいでしょう。
『教育心理学研究』の論文の要旨は、CiNiiというネット上のデータベースで探すことができます。CiNiiのトップ画面の「簡易検索」の欄に「教育心理学研究」と入力すれば、『教育心理学研究』に過去掲載された論文のタイトルがずらずらと出てきます。タイトルの下に「抄録あり」と書かれている論文をクリックすると、英文と和文で書かれた論文要旨が出てきます。

　筑波大学の和文英訳問題も、このように『教育心理学研究』の要旨を使って和文英訳の練習をすることで対応できるでしょう。筑波大学は、情動・ストレス・脳、といったテーマの和文が頻出ですから、そうしたテーマの論文の要旨をCiNiiで探せばよいでしょう。
５．研究計画書対策

　理想的な研究計画書の作り方というのは、自分の受験する大学院の先生の専門を事前に調べ、先生の論文なども読み、それに合わせて研究テーマや方法を決める、というものなのでしょうが、私はそうはしませんでした。本当はそういった作り方をしたかったのですが、なにしろ受験する大学院が多いものですから、それぞれの大学院用に研究計画書をいちいちつくるということは出来ず、複数の大学院に同一の研究計画書を提出したわけです。これは、あまり良くない方法でしょう。後述するように、面接試験で「あなたの研究計画書にかいてある○○をテーマにしているスタッフは、うちにはいないですよ」という指摘を散々受けました。ですから、可能であれば、大学院ごとに研究計画書をつくるほうが良いと思います。
　あまり良い手本とは思えませんが、私がどのように研究計画書をつくっていったか、一応書いておきます。

　私は、自分の興味のあるテーマを選び、そのテーマについての定評あるテキストを読み（「定評」はAmazonなどで調べます）、さらに関連論文（つまり、そのテーマについての先行研究）をCiNiiで探す、ということから始めました。そして、先行研究においては実施されていない実験の仕方を見つけ出し、それを研究計画書の材料としました。
　実際に研究計画書を書くにあたっては、IMRADスタイルに則って書いていきました。IMRADとは論文構成方法のひとつであり、科学的な実験を扱う研究論文は大体この構成法を採用しています。IはIntroduction（導入）、MはMethod（研究の方法）、RはResult（研究の結果）、DはDiscussion（結果についての考察）です。
　Introductionでは、「この論文では、何を、どのような方法で明らかにしようとしているのか」「これまでの先行研究では、どこまでが明らかにされているのか」といったことを書いたり、論文を読む上で必要な予備知識を簡潔に説明したりします。

　Methodでは、「この論文では、どのような方法によって研究がなされたのか」ということを具体的に書きます。
　Resultでは、「この論文における研究結果は、斯く斯く然々であった」ということを具体的に書きます。

　Discussionでは、「なぜ、以上のような結果になったのか」「以上の結果をどのように解釈できるのか」「今後の研究についての展望はどのようなものか」といったことを書きます。
　研究計画書を書くときには、IntroductionとMethodの部分は書けるでしょうが、ResultとDiscussionの部分は、実際に実験・観察・調査などをしなければ書けません。ですから研究計画書には、Resultの代わりに「どのような結果が予測されるか」を、Discussionの代わりに「そのように予測する理由は何か」を書けばよいでしょう。

６．面接試験対策

　「面接試験対策」と書いてはみたものの、面接試験の対策というのは一体どうすればいいのか、正直なところ私にはよく分からないのです。

九州大学での面接試験は大変和やかな雰囲気で始まり、大変和やかな雰囲気に終わりましたので、面接の後は、80パーセントくらい合格したつもりでいたのですが、結果は不合格でした。
教皇大学やラージ・アイランド大学や隣県第二種校の面接は、あまり良くない雰囲気（うまくことばで説明できないのですが、「不完全燃焼に終わった感触が残った」というか・・・）で終わりました。ラージ・アイランド大学など、面接終了後に「ありがとうございました」と言って部屋を出る際、約6名の面接官全員が机上の書類を見たまま、何の反応も示さないのです。こうした反応は、受験生に「私は彼らに見捨てられたのだな」と思わせるには十分です。しかし、これらの3校はいずれも合格しました。
では、「失敗だったな」という感触に終わった面接では実は良い結果が出て、「成功だったな」という感触に終わった面接では実は悪い結果が出るかというと、そうでもありません。筑波大学の面接は「失敗したかな」という感触に終わり、結果は不合格でした。地元第一種校の面接は「これは成功かな」という感触に終わり、結果は合格でした。
ですから、「こうすれば面接に受かる」という確かな方法が、私にはあまりよく分からないのです。ただ、「筆記試験で高得点を取っていれば、面接試験も何とか通過できるのではないか」という気はします。ラージ・アイランド大学の筆記試験は、英語も心理学も全問解答できた唯一の試験でした。教皇大学の筆記試験も、9割方解答できました。隣県第二種校の筆記試験は解答放棄した問題が４割ほどありましたが、まあ、二種指定大学院ですから、周囲の受験生のレベルがよほど低かったのでしょう。地元第一種校は、私が受験した年の問題はそれまでとは傾向がガラリと変わっており、ほとんどの受験生は対応できなかったのではないかと思います。なにしろ、それまで毎年必ず出題されていた心理統計の問題が一問も出ず、４つある大問のうち丸々ひとつを児童虐待に割き・・・どこの大学院か特定されそうなのでこれ以上は書きませんが。まあ、面接対策の前に筆記試験対策を抜かりなくやるべきではないかと思います。
　参考までに、私が大学院の面接試験できかれたことを、覚えている限り以下に列挙しておきます。以下の問いに対する答えを考えて、想定問答集をつくっておくと良いのではないかと思います。
· あなたの卒業論文について、3分ほどで説明して下さい。
· あなたの研究計画書について、3分ほどで説明して下さい。

· あなたの卒業論文と研究計画書について、7分で説明して下さい。タイマーで時間を計りますからね。その後、5分間の質疑応答に入ります。

· あなたの卒業論文は、どのような研究方法によって執筆されたものですか。

· あなたが学部時代に勉強したことが、心理学を学ぶうえでどのように役立ちそうですか。

· なぜいきなり心理学を勉強しようと思い立ったのですか。

· あなたがどのようにして独学で心理学を勉強してきたのか聞かせて下さい。

· あなたは学部生時代には、質問紙をつくったりしたことはないわけですね。

· 学部時代に心理学を専攻していなかった人がいきなり院に入ると、周囲の学生に追いつくのが大変ですよ。とくに、心理統計など心理学の研究方法を学部時代に学んでいないのは大きなハンディです。それに、これまで●●県でしか生活していなかったあなたが東京の暮らしに慣れるのも苦労するかもしれませんよ。つまり、あなたは周囲の環境に二重に適応しなければならないわけです。仮にうちに合格したとしても、やっていけそうですか。
· ●●県にも一種指定大学院があるのに、どうしてそちらへ行かず、わざわざうちの大学院を受けに来たのですか。
· あなたの研究計画書にかいてある△△の専門家は、うちにはいませんよ。情報収集に失敗していますね。
· あなたの研究計画書のどの点がこれまでの先行研究と異なるのか、説明していただけませんか。
· 私を指導教官として希望するならば、私の研究活動についてもっと調べておくべきではありませんか。
· いきなり院に入るよりも、学部に編入してから大学院を受験したほうが、一見遠回りのようで近道だったかもしれませんよ。
· あなたはしきりに「○○障害をもつ人の支援をしたい」というが、具体的にどのようにして支援していくつもりですか。
· ○○障害といっても色々ありますが、その中でとくに興味をもっている障害などはありますか。
· ○○障害をもつ人の支援などといったことを、これまでボランティア活動などで実際に行ったことはありますか。
· ○○障害者の支援方法として△△を選んだのはなぜですか。他の支援方法も検討したうえで、△△が最もよいと判断したのですか。それとも、△△のことしか知らないから、△△によって支援しようと考えたのですか。
· そんなに○○障害者の支援をしたいなら、うちの大学の特別支援教育学専攻を受験したほうがよかったのではないですか。うちのコースに来ても、あなたの思い通りの研究はおそらくできないでしょう。それでもうちのコースに入りたいなら、我々としては、筆記試験の結果や学業成績証明書をもとに、機械的・客観的にあなたの合否を決めることにします。そうしてうちのコースに入学した場合、あなたは研究計画書を全面的に書き直さなければならなくなるでしょうが、それでもいいですか。
· そんなに□□療法をやりたいなら、東大か早稲田を受験したほうがよかったのではないですか。

· あなたの将来像が見えてこない。あなたは、臨床家になりたいのですか、それとも、研究者になりたいのですか。
· うちは私立で金がかかりますけれども、失礼ですが、学費は捻出できますか。

· うちの大学院以外に受けている大学院はありますか。

· ほかにも日本臨床心理士資格認定協会から指定されている大学院は多数ありますが、その中で、なぜうちの大学院を選んだのですか。

· これまで海外留学した経験はおありですか。
【Ⅳ．最後にひとこと】
　以上、私の大学院受験体験記でした。

　大学院受験を終えて今思うのは、「受験にかかる金を惜しんではならない」ということです。先述の「東大大学院「極超」合格法」中にも、「（自動車：筆者注）免許をとるためには25万円なり70時間なりの手間暇カネが最低でもかかる。大学院受験でもこのぐらいのコストは準備にかけてほしい」とあります。大学院を受験するためには、色々と本を買ったり、色んな大学院に受験料（国立はどこも30,000円、私立は大体35,000円）を払ったり、遠方の大学院を受験する際には旅費・宿泊費がかさんだり、本当に金がかかります。そうして金をかけて受験しても、不合格という結果になるかもしれません。しかし、「もし不合格になったら金がもったいないな」と思って支出を惜しんでしまえば、合格するチャンスは一層遠のいてしまいます。ですから、必要なときには、ためらうことなく金を払いましょう。
　また、「複数の大学院を受験すれば、どこかに合格するチャンスは高まる」ということもいえるでしょう。ですから、金はかかりますが、是非、複数の大学院を受験するようにして下さい。その際には、難易度別に受験する大学院を分類し、難～易までの全てのレベルの大学院を受験するのがよいでしょう。たとえば私の場合は、「至難レベル：東大、難レベル：九州大・名古屋大、やや難レベル：筑波大・教皇大・ラージ＝アイランド大、易レベル：地元第一種大・隣県第二種大」という風に分類し、それぞれのレベルのうち最低一つは受験しようと考えました（実際には、ここに書いてある大学院は全て受験したわけですが）。このように難易度別に分類して受験することで、「合格可能性の低い大学院ばかりを受験して、結局どこにも合格出来なかった」という事態や、あるいは逆に「合格可能性の高い大学院ばかりを受験して、より上位の大学院を受験するチャンスを失った」という事態を防ぐことができるでしょう。
　受験する大学院の難易度を判断する際には、「世間での評価」を基準にすれば、それほど大きな誤差のある判断にはならないでしょう。「世間での評価」を知るには、『週刊ダイヤモンド』（ダイヤモンド社）や『PRESIDENT』（プレジデント社）などといった雑誌でたまに組まれる大学特集を参考にしたり、悪名高きネット掲示板「２ちゃんねる」の学歴板のスレッドを参考にしたり、『大学図鑑！』（ダイヤモンド社）や『危ない大学・消える大学』（エール出版社）といった書籍などを参考にしたり、色々と方法があります。
　また、「有名大学の問題ほど、出題される内容はスタンダードなものになる」という傾向があるような気がします。いろいろと過去問を集めましたが、東大がもっともスタンダードな問題を出している気がします（たとえば、「臨床心理活動において、初回面接で行うべきことを説明せよ」とか「心理療法の効果研究について説明せよ」とか）。東大の問題のほとんどは、（ときどき出題される心理統計の問題は別として）『心理臨床大事典』（培風館）と『よくわかる臨床心理学』（ミネルヴァ書房）の2冊だけで十分対応できます。と豪語するくせに、私は東大に一次試験で落ちましたが・・・。地元第一種大や隣県第二種大は、「trichotillomaniaの日本語での症状名を漢字で記し、臨床像を具体的に述べなさい」だとか「視覚像成立に必要な物理的・生理的条件は何か」だとか、結構マイナーな知識を問う問題を出してきます。不正確な記憶なのですが、たしか野口悠紀雄教授が、『「超」勉強法』か何かの中で「入試問題は、いわゆる有名大学ほど、スタンダードなものになる」といった意味のことを書いていました。これはおそらく、大学院の入試問題についてもいえることではないでしょうか。
　「最後にひとこと」と銘打っておきながら、随分だらだらと長く書いてしまいました。もうそろそろおしまいにしましょう。私の、この拙い受験体験記が、誰かの役に立ちますように！

